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Abstract: Considering the fact that English is the Lingua Franca, 
fostering Intercultural Communicative Competence (ICC) in the 
English language classroom is essential.  Both Course of Study, is-
sued by The Ministry of Education, Culture, Sport, Science and 
Technology, and Core Curriculum, which sets English Teacher Ed-
ucation Curriculum, refer to the “development of ICC” as a goal. 
Therefore, developing English teachers ICC through Cross-cul-
tural Understanding in English Teacher Education is necessary. 
However, most English Teacher Education programs emphasize 
“linguistic”, “sociocultural”, discourse” competences and little at-
tention is paid to Intercultural competence. Tus, the purpose of 
this study is to identify the main concepts of Intercultural Compe-
tence. The current studies in Intercultural Competence describe 
that three components of Intercultural Competence: “attitudes”, 
“knowledge”, and “skills” are required to interact with people of 
different cultures. The reviews indicate that the notion of Cross-cul-
tural Understanding in English Teacher Education in Japan needs 
to be built curriculum involve not only “knowledge” but “attitudes” 
and “Skills”.
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ろうとする態度を養う。」（文部科学省， 2017， p. 14）とある。ここで述べられているのは言語能
力以外の要素である。学習指導要領解説では、「聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが
ら」について、「相手の外国語の文化的背景によって「配慮」の仕方が異なってくることが考えら











































ション能力」をさし示す語が存在し、Cross-cultural Awareness(Fantini, 2006)、Cross-cultural 
Communication(Gersten, 1990)、Intercultural Adaptation(Shaules, 2007)、International 
Communication(Gudykunst, & Mody, 2002)などがある。
近年は「異文化コミュニケーション」を示す語として Intercultural communication が使用
されることが増えている。Lustig et al.（2018）によると、 Intercultural Communication と 
Cross-cultural communication それぞれを以下のように定義しているが、そこには相違がある。
Intercultural communication:
A symbolic, interpretive, transactional, contextual process in which people from 
different cultures create shared meanings.
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（Lustig et al., 2018, p. 233）
Cross-cultural Communication:






この Intercultural communication の日本語訳も複数あり、筆者が確認した限りにおいても、
「異文化コミュニケーション」、「異文化間コミュニケーション」、「相互文化的コミュニケーショ
ン」などと、さまざまな語が当てられている。本稿では、日本で一般的に使用されている「異文

















に応じた言語使用ができる能力」（塩澤， 1999， p. 8）のことである。「談話能力」は「一つ一つ別
れた文を越えて、一連の文や発話を一つの意味のまとまりとして発話あるいは理解するために
必要な能力」（塩澤， 1999， p. 8）であり、会話をする能力にとどまらず、「センテンス・レベル
以上のまとまった単位で、結束性と一貫性を持って話したり書いたりできるかどうか、という
能力」（鳥飼， 2011， p. 109）である。バイラムの「異文化能力」は「態度（Attitude）」、「文化的
知識（Knowledge）」、「解釈し関連付ける能力（Skills of interpreting and relating）」、「発見・





































 解釈と関連づけのスキル（Skills of interpreting and relating）：他文化の文書や出来事
を解釈、説明し、自国の文書や出来事にそれらを関連づける能力（savoir comprendre）。






 クリティカルな文化意識、政治教育（Critical cultural awareness/political education）：
自己の文化や国、他の文化や国における物の見方、行動、産物に対し、クリティカルに
かつ明確な基準に基づいて判断を下す能力（savoir s’engager）。


















 2 「異文化」を表す語として interculturalやcross-culturalなどがあるが、平成21年度改訂『学習指導要領』
における英語科（専門科目）科目「異文化理解」の英訳として、 “Cross-cultural Understanding” を使用
している。本稿では、『学習指導要領』、「コア・カリキュラム」など文部科学省による文書における「異
文化理解」を示す英訳語としては “Cross-cultural Understanding” を使用する。
 3 白畑他（2013）では、Intercultural communicationを「異文化間コミュニケーション」、Intercultural 
communicative competenceを「異文化間コミュニケーション能力」と表記している。しかしながら、
本稿では「異文化コミュニケーション」「異文化コミュニケーション能力」に統一して使用する。
 4 Canale & Swain のコミュニケーション能力の要素は①grammatical competence、② sociolinguistic 
competence、③discourse competence、④ strategic competenceの 4つである（塩澤， 1999）。
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